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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)
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21,946 0 21,946

404 0 404

発達障がい診療体制整備事業
発達障がいに係る診療体制を整備するため、医師の人材育成を
行うとともに、医療・教育・福祉などの支援者間の連携体制構築に
努め、切れ目のない一貫した支援体制づくりを推進する。

2.00

依存症対策事業
アルコール健康障害対策推進計画に基づき、関係機関と連携して
研修等を実施するとともに、専門医療機関の指定に向けた検討を
行う。

1.00

８つの重点目標 健康寿命

合計 74.20 3,270,287 149,362 3,419,649

精神保健福祉センター事業

自殺対策推進事業

3,166,174

精神科救急医療体制の整備を行う。 0.30 108,033 0 108,033

入院患者の適正医療の確保及び精神障がい者医療の援助等を
行う。

50.00 3,023,263 142,911

精神科救急医療整備事業

精神医療対策事業

57,525

精神保健の向上及び精神障がい者の福祉の増進を図る。 18.00 18,363 0 18,363

第３次長野県自殺対策推進計画に基づき、市町村、関係機関、民
間団体等と連携して、相談事業、人材養成事業、普及啓発等に取
り組む。

2.00 51,128 6,397

精神障がい者地域生活支援事業
精神障がい者の地域移行促進のための関係者会議・研修会、精
神障がい者の理解促進のための地域住民や高校生に対する啓発
等を行う。

0.30 2,518 0 2,518

認知症施策総合推進事業

（人） （補正前） （２月補正） （補正後）
No 令和元年度　実施内容（予定）

職員数 令和元年度
細事業名

44,686
認知症の人とその家族が、できる限り住み慣れた環境で自分らしく
暮らし続けることができるよう、市町村、医療従事者、一般県民等
へ向けての施策を推進する。

0.60 44,632 54

補正により取り組む

事業内容

・精神障がい者に対する医療費（措置入院、通院）の給付(給付見込の増加に伴う増額補正）
・平成30年度国庫補助金の額確定に伴う返還

成果指標
設定理由

①認知症高齢者に対する充実した医療体制の整備のため成果目標に設定（長野県高齢者プラン）
②誰も自殺に追い込まれることのない信州を実現するため成果目標に設定（長野県総合５か年計画目標値）
③全県で格差なく発達障がいの診療が受けられる体制の整備のため成果目標に設定

 概算人件費 （Ｃ） 585,775 622,234 609,776

 概算事業費（B（A）+C） 3,820,774

29年度 30年度 元補正後 指標及びその達成状況

3,419,649

72.3 76.8

①
認知症疾患医療センター設置
数

３か所 ５か所 ７か所

3,234,999 3,158,704

　その他 54,305 24,729 26,046
③ 長野県発達障がい診療医数 ０人 ０人 ６人

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

0 0
②

自殺死亡率
(人口10万人当たりの自殺者
数）

15.7
(H29)

15.7
（H30）

15.6
（H31）

3,939,944 4,029,425

74.20

予
算
額 補正予算 26,776 50,914 150,394

合計（A) 3,275,996 3,317,710

目指す姿

・精神障がいや認知症の患者の状態に応じて必要な医療を提供し、保健・福祉等と連携して地域生活や社会生活を支える体制の構築を目
指す。
・2022年までに長野県の自殺死亡率（人口10万人当たりの自殺者数）を13.6以下とし、誰も自殺に追い込まれることのない信州を目指す。
・発達障がいを診療できる医師を育成するとともに、支援者間の連携体制構築を進め、全県で格差のない発達障がい診療体制を整備する。

（主な実施内容：精神医療に対する公費負担・体制整備のほか、認知症・発達障がい等の精神疾患や自殺対策に係る体制整備、研修会・講
演会の開催、精神保健福祉の専門機関である精神保健福祉センターの運営 など）

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円）

Aの
財源

　一般財源 1,598,941 1,658,609 1,711,050

　国庫支出金 1,622,750 1,634,372 1,682,553

　県　債 0

当初予算 3,249,220 3,266,796 3,269,255 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 29年度末

30年度末
（見込）

令和元年度前年度繰越 0 0 0

部局 健康福祉部

4-2 ライフステージに応じた健康づくりの支援

課・室 保健・疾病対策課

実施期間 S47 E-mail

4-4 生命・生活リスクの軽減

4-3 医療・介護提供体制の充実 5-5 子ども・若者が夢を持てる社会づくり

事業番号 05 07 04 事業改善シート （令和元年度実施事業分） □当初要求　　□当初予算案　　■補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

・精神障がいの入院・通院患者数は、平成30年３月末現在で38,809人と増加傾向にある。
・2025年には65歳以上高齢者の約５人に１人が認知症高齢者になると見込まれている。
・自殺者数は減少傾向にあるが、平成29年は322人と１日におよそ１人が自殺で亡くなっている。
・発達障がいの診療と助言ができる医師が不足し、初診待ちの長期化などの問題が生じている。

令和元年度
補正後額

3,419,649 千円

職員数 74.20 人

hoken-shippei@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

事　業　名 心の健康支援推進事業

mailto:hoken-shippei@pref.nagano.lg.jp

